
 

令和 7年度 地域連携推進会議会議録 

(ふっくりあミニボ・ココウット・るーなこむり) 

 

＜開催日時＞  令和 7年 12月 20日㈯ 14時～16時 45分（グループホームの見学含） 

＜開催場所＞  ふっくりあ食堂（伊賀市緑ケ丘南町 3948番地 16） 

＜参加者＞   17名 

（地域連携推進会議構成員） 

・利用者各代表    各 1名 

・利用者の家族    各 1名 

・地域の関係者    各 1名 

・福祉に知見のある方 1名 

・伊賀市障がい福祉課 1名 

       （法人職員） 

・理事長・常務理事・統括管理者・管理者（各 1名） 

 

＜会議事項＞      

（理事長挨拶） 

 今年度より義務化された当会議の説明及び参会のお礼の挨拶を行った。 

 

（自己紹介）  

 地域連携推進会議構成員及び参加施設職員による自己紹介を行った。 

 

（法人概要説明） 

 法人統括管理者より法人全体の事業概要説明を行った。グループホームの事業実施の内容につい

ては、この後管理者より報告をする旨を伝えた。 

 ※配布資料 法人沿革・事業概要・法人パンフレット 

 

（地域連携推進会議についての説明） 

管理者より、会議の目的等を別冊資料３により説明。①利用者と地域との関係づくり②地域の方

に利用者や施設についてご理解頂くこと③サービスの質の向上④利用者の権利擁護等を目的に会議

を開催する旨説明、また、会議の構成員について、利用者、利用者家族、地域の関係者、福祉に知

見のある方、市町村担当者の方等で構成され、本日参会いただいていることを説明。構成員の皆様

に対し、施設のことを知って頂き、地域との繋がりのご支援・ご助言を頂けるよう、また忌憚のな

いご意見を頂けるようお願いをした。 

※配布資料 地域連携推進会議別冊資料 3・資料４ 

 

（サービスの透明性・質の確保）    

ご利用者の日常生活の様子について、職員体制や支援内容について、管理者より説明。  

資料に基づき今年度のグループホームの重点項目 3項目①個々の生活スタイルを見据えた生活

支援（住環境・食生活・外出・余暇）②看護師による健康相談の継続と、健康管理。持病や高齢

の利用者への適切なバイタルチェック③自主避難を想定した避難訓練の継続、についてを説明。 

また重点項目の進捗状況（理事会提出資料に基づき 9月までの詳細）を、以下のとおり報告。 

ふっくりあミニボでは、持病の悪化や身体機能の低下で、段差が上がれなくなったり、介護ベ

ットが必要になったりする方が増えてきていること、それぞれの状態に合わせた環境整備や、SSW



が 4名も加わり入浴介助にあたる等支援を厚くしていること、QOLの維持向上に重きを置き、塩分

制限等があっても食べる楽しみを持てるように食事の工夫をしていること等を説明。 

 るーなこむりでは、運転免許を取得した利用者の運転練習やガソリン給油の練習の付き添いを行

うなど多様なニーズに対応した支援を行っていることを説明。 

ココウットでは、コロナ禍以降控えていた外食にも積極的に出かけていることを含め、利用者

のみなさんのご希望に合わせて余暇の充実に重きを置いて支援していることを報告した。 

また、各ホーム共、ご利用者一人一人に生活支援担当者を配置し、生活全般の相談・支援、日中

活動事業所や就職先企業様等との連携を行う等、24時間 365日継続したスムーズな支援が行える

ように工夫している旨を報告した。 

ふっくりあミニボの支援体制について、管理者 1名、サビ管 1名、生活支援員 2名、世話人 3

名、夜間支援従事者 7名、ここに今年 9月から SSW2名が新たに加わったことを説明。 

ココウットの支援体制について、管理者 1名、サビ管 1名、生活支援員 2名、世話人 2名、夜間

支援従事者 7名、るーなこむりの支援体制について、管理者 1名、サビ管 1名、生活支援員 2名、

世話人 3名、夜間支援従事者 6名であることを報告。 

その後、昨年度のグループホームの事業報告書に基づき、利用定員や利用実績、職員配置状況や

事業実績（会計やヒヤリハット・業務改善事項等含む）を説明した。 

災害対策・感染対策状況についても管理者より説明。避難訓練の様子報告を写真を用い行った。

重点項目にあるように「自主避難」を想定した訓練に力を入れていること、また災害時の BCP（事

業継続計画）の更新状況を説明した。 

感染防止対策の状況について、感染症対応の BCPの整備の説明等を行った。 

 

事業所と地域との連携等については、利用者及び職員の地域行事への参加状況を報告しながら情報

交換を行った。 

 現在は、地域で開催されているパプリカ食堂にご利用者さんと職員とで参加させて頂いているこ

と、それぞれのホームへは地域の行事のお知らせを頂いているが、利用者さんだけでも気軽にいけ

るようなサークルやサロンのようなものがあったら教えて頂きたいとお願いした。 

 

（ご利用者の権利擁護） 

 虐待防止、事故防止、ヒヤリハットについて、現状を管理者（虐待防止委員会担当）より説明。 

  

   上記報告と説明の後、ご質問やご意見を頂けるようお伺いした。 

 

  （質疑応答の内容） 

 

   Ｑ１.もし虐待が起こった場合の対応手順を教えてほしい。 

    Ａ.まずは利用者の居住地の市町村と県へ報告する（事故報告書の作成）。同時に法人内で事

実確認を進める。行政への報告以降は、行政の指導の下手順を追って対応していく。 

（伊賀市障がい福祉課担当者様より一連の手順を説明頂いた。） 

内部では、虐待防止委員会、賞罰委員会を開催する。 

        ※質問者からは、法人内でもみ消したりするような体制ではないことがよく理解でき安心し

たとの評価を頂いた。 

 

   Ｑ２.職員の配置体制を教えて頂いたが、国の配置基準より多い。異動もするのか。確保も大変

だと思うが、具体的にはどのような支援体制か。夜間支援従事者とは。 

    Ａ.各ホーム共に、世話人、生活支援員、管理宿直にあたる夜間支援従事者を配置。夜間支援

従事者は、管理宿直という形で法人の日中事業所の職員を週 1回までで配置。世話人は主に

食事の準備や掃除洗濯を担当、生活支援員は生活の支援全般を担っている。ホームによって

は重度化や持病の悪化が顕著な方々も増えており、必要な支援が届くように配置を工夫して

いる。 

 

 



 

 

   Ｑ３.自主避難の訓練をされているようだが、避難用階段等はあるのか。 

    Ａ.各ホーム非常用階段がある。ふっくりあミニボには避難用滑り台があるが、一人では滑っ

て降りれない人が多くなっている。自主避難可能な利用者には、できるだけ自分で避難して

もらえるよう訓練を重ねている。 

   

   Ｑ４.高齢化が進んでいるという説明であったが、何歳以上になると介護施設に行く、というこ

となのか。 

    Ａ.何歳になったら行かないといけないということではない。利用者さん皆さん、年齢が来れ

ば介護認定を受けるが、現在は非該当の方ばかり。元気でここで生活できる限りはホームで

生活できるよう支援していきたい。 

 

 

   Ｑ５.介護施設はなかなか入れないと聞くが、利用者さんが必要時に介護施設に入れなかったら

どうなるか。 

    Ａ.現在すでに在宅サービスを利用されている利用者さんいるが、訪問看護や訪問リハビリを

利用しながら生活をつないで行きたい。 

 

   Ｑ６.強度行動障害の方はいるか。どの施設も受け入れが厳しいと聞くが、どんなものか。 

      Ａ.強度行動障害の方はおられる。職員体制的には報酬の加算をもらうことが出来ていない。 

男性の利用者さんに対象者がおられる。支援としては、併設のショートステイで生活体験を

し、慣れて頂くような取り組みをしている。 

    

   Ｑ７.グループホームの前年度収入を見せて頂いたが、厳しい状況だと察する。手厚い支援を行

っておらる中、経営は大丈夫か。 

    Ａ.国からの報酬は下がっているため大変厳しいが、これからも引き続き真面目にやっていき

たい。ホームの定員は増やせないが、併設のショートステイの稼働をあげる等工夫してやっ

ていきたい。 

 

   Ｑ８.防災体制について。ホームのご利用者さん達は避難時要介助者となるのでは。自治会とし

ては、ホームにお住いの方々のことが心配である。個人情報もあるが、名簿を頂く等把握に

尽力したいがどうしたらよいか相談したい。 

     地域地域で独自のやり方がある。自治会で決めた避難所への避難訓練をしたり、「無事

旗」を掲げたりしている。（別の地域関係者） 

    Ａ.ホームの利用者のことを知っていただくのは大変ありがたい。名簿の作成や、職員不在時

の緊急対応策として、状況を上手く説明できないであろう利用者に、名前や緊急連絡先を記

載したカードの作成を検討したい。 

    →会議の翌々日、自治会よりホームの避難訓練に自治会員が参加したい旨お話を頂いた。今

年度２回目の避難訓練を１２月２２日に実施、今年度 3回目の実施となる３月実施の訓練に

参加して頂くこととなった。 

 

    ・保護者に対し、ご希望やご意見を求めた。 

    Ａ.施設・職員のみなさんにゆだねている。これからもよろしくお願いしたい旨お話を頂い

た。 

     

最後に、利用者より、ホームの生活についてのご希望や苦情等をお聞きする場とし、一人一人に

お尋ねした。 

・利用者 Aさん・・・脳内出血で半身不随で、腎臓も悪くて透析をしている。世話人さんたちが

塩分を考え食事を気を付けてくれるので悪くならずに元気でいられる。とても感謝している。 



日中は生活介護事業利用している。週に３回透析にもいかなければならないし、体のことが一番

大事だとわかっているが、工賃がもっとあれば有難い。就労系の人だけ上がるのは辛い。 

Ａ．来年度は、生活介護の工賃も上げられるように会議で検討しますね。 

 

・利用者Ｂさん・・・自分の楽しみで、掃除機を買いなおしたり、買い物行ったり、ゆったりと

している。時々ドアにカメムシがくるから、殺虫剤でやっつけている。特別困っていない。 

 

・利用者Ｃさん・・・何にもないけど。。。鏡見てたら白髪があった（２本くらい）。染めたい

けどまだ良いって言われた。染めたらあかんかなぁ。お金もかかるしなぁ。 

Ａ.もうすぐボーナスが出るから染めましょう。 

 

※地域の関係者より、利用者さんが言いたいことが言える雰囲気でよい関係なのが分かった。こ

れからも言いたいことはたくさん聞いてもらえばよいね、と利用者さんにもお声かけ頂いた。 

また、良い情報交換ができて良かったと感想を頂いた。 

 

 ・会議の後、グループホームの見学 ※全 GH 

    ふっくりあミニボ （伊賀市緑ケ丘南町 3948-16） 

    ココウット    （緑ケ丘東町 980-3） 

    るーなこむり   （伊賀市上野茅町 2718-19） 

  

  


